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田村市下水道排水設備指定工事店（４月１日現在）

下
水
道
を
使
用
す
る
に
は

　　

下
水
道
を
使
用
す
る
た
め
に

は
、
宅
内
排
水
設
備
を
設
置
し

て
、
本
管
に
接
続
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
の
で
、
市
の
指
定
工

事
店（
下
表
を
参
照
）
に
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
排
水
設
備
工
事
の
た

め
、
金
融
機
関
か
ら
資
金
を
借

り
入
れ
た
場
合
は
、
限
度
額
の

範
囲
内
で
、
そ
の
利
息
の
２
分

の
１
を
市
が
補
助
す
る
制
度
も

あ
り
ま
す
。

下
水
道
に
早
め
の
接
続
を

　

下
水
道
に
接
続
す
る
と
、
水

洗
ト
イ
レ
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
内
雑
排
水
が
直

接
側
溝
に
流
れ
な
く
な
る
た
め

側
溝
か
ら
の
悪
臭
な
ど
が
な
く

な
り
、
そ
れ
ら
が
流
れ
込
ん
で

い
た
河
川
の
水
質
が
改
善
さ
れ

ま
す
。

　

下
水
道
は
、
河
川
な
ど
の
公

共
用
水
域
を
き
れ
い
に
し
、
良

好
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
重

要
な
役
割
も
あ
り
ま
す
の
で
、

早
め
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

排
水
設
備
工
事
は

　
　
市
指
定
工
事
店
へ

　

公
共
下
水
道
に
下
水
を
流
す

た
め
に
は
、
各
家
庭
で
排
水
設

備
を
設
置
し
、
公
共
ま
す
に
接

続
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

排
水
設
備
は
排
水
管
や
汚
水
ま

す
な
ど
を
設
置
し
、
台
所
・
洗
濯
・

風
呂
・
ト
イ
レ
・
洗
面
所
な
ど

か
ら
出
る
汚
水
を
速
や
か
に
公

共
下
水
道
へ
流
す
役
割
を
果
た

し
ま
す
。
ま
た
、
雨
水
は
下
水

道
管
に
入
ら
な
い
よ
う
に
し
ま

す
。

　

排
水
設
備
を
設
置
す
る
場
合

は
、
必
ず
市
の
指
定
工
事
店
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
指
定
工
事
店
は
、
基
準
に
合
っ

た
排
水
設
備
を
施
工
す
る
た
め

に
必
要
な
技
術
を
持
っ
て
い
る

と
市
が
認
め
た
業
者
で
す
。

　

指
定
工
事
店
は
、
排
水
設
備

の
設
計
・
施
工
の
ほ
か
、
工
事

の
申
請
か
ら
完
了
、
検
査
の
立

ち
会
い
、
使
用
開
始
ま
で
の
手

続
き
な
ど
を
行
い
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
任
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
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工
事
店
名
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地

電
話
番
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荒
金
工
務
店

船
引
町
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４
７
０
４
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ポ 
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所

82-

２
０
６
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㈱
安
藤
設
備
工
業
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４
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０
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イ
ワ
フ
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電
器
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２
７
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㈱
大
和
田
設
備
工
業

82-

０
０
１
６

菊
地
建
設
㈱

82-

２
７
８
３

㈱
三
立
設
備

62-

７
１
０
７

秀
和
建
設
㈱

82-

０
０
５
２

㈱
伸
和
商
会

82-

０
０
４
６

㈱
助
川
土
木

82-

２
１
４
２

㈱
鈴
船
建
設

82-

１
２
９
５

田
村
産
業
㈱

82-

０
７
２
０

㈱
と
さ
わ

82-

６
７
３
５

㈱
ト
リ
ア
ス

82-

５
６
０
５

新
光
建
設
㈱

61-

４
４
１
６

㈲
藤
倉
建
設

82-

３
０
１
３

㈲
松
﨑
工
業

82-

３
２
１
２

㈱
マ
ル
シ
ョ
ウ
田
母
神

82-

５
７
１
１

マ
ル
武
建
設
工
業
㈱

82-

１
１
９
０

㈲
三
浦
建
築

82-

０
５
０
１

㈱
武
藤
工
務
店

82-

４
１
０
１

㈲
柳
沼
設
備
工
業

82-

１
６
５
９

㈲
吉
田
設
備

82-

２
３
５
１

㈲
石
井
設
備
工
業

常
葉
町

77-

３
２
４
４

㈱
泉
建
設

77-

２
１
１
７

白
石
水
道
設
備
工
業

77-
３
４
４
４

㈱
西
向
建
設
工
業

77-
２
１
３
３

㈱
本
田
工
業

77-
４
１
２
２

㈱
渡
辺
建
設

77-

２
０
０
４

㈱
渡
辺
住
建
工
業

77-

３
２
２
６

三
和
工
業
㈱

大
越
町

79-

３
１
２
８

大
越
住
設

85-

３
１
７
４

㈱
渡
辺
工
業

79-

２
０
４
３

奥
州
空
調

滝
根
町

78-

３
７
０
８

㈲
サ
ク
マ
微
生
物
技
研
工
業

78-

３
６
６
６

富
岡
工
業
㈱

78-

２
３
２
３

㈱
中
島
商
店

78-

２
０
１
６

富
士
工
業
㈱

78-

３
３
５
５

(

資)

矢
部
工
業

78-

２
１
６
５

桜
田
工
業
㈱

78-

２
１
６
１

㈱
東
友
建
設

都
路
町

75-

２
８
１
９

㈲
最
上
商
会

75-

２
０
５
６

工
事
店
名

所
在
地

電
話
番
号

㈱
石
田
工
業
所

郡
山
市

０
２
４-

９
３
２-

１
５
５
０

㈲
エ
コ
プ
ラ
ン
ト

０
２
４-

９
６
２-

７
８
７
７

㈱
エ
ヌ
エ
ス
工
業

０
２
４-

９
２
５-

４
３
３
３

㈲
遠
藤
設
備
工
業
所

０
２
４-

９
５
８-

３
２
４
５

㈱
三
光
設
備

０
２
４-

９
５
２-

０
０
９
７

㈱
田
母
神
工
業
所

０
２
４-

９
４
４-

２
２
０
９

㈱
テ
ク
ノ
山
元

０
２
４-

９
５
６-

１
０
０
７

㈱
ハ
リ
マ
設
備

０
２
４-

９
４
４-

１
０
８
４

㈲
東
洋
設
備
工
業

０
２
４-

９
５
７-

３
５
０
０

㈱
山
田
設
備

０
２
４-

９
４
５-

２
８
９
７

㈱
増
朋
設
備

０
２
４-

９
３
２-

４
６
８
７

㈱
ユ
ー
ア
イ

０
２
４-

９
４
３-

４
４
８
８

㈲
吉
田
設
備
工
業

０
２
４-

９
４
５-

８
０
０
６

㈱
リ
ペ
ア

０
２
４-

９
６
２-

０
７
７
１

㈲
和
輝
設
備

０
２
４-

９
２
７-

９
８
３
７

㈱
総
合
住
宅
環
境
セ
ン
タ
ー

０
２
４-

９
３
４-

１
２
２
６

福
島
フ
ァ
イ
ブ
工
業
㈱

０
２
４-

９
６
２-

４
３
０
７

㈲
安
積
工
業

０
２
４-

９
６
２-

７
７
３
６

㈲
光
恵
設
備
工
業

０
２
４-

９
６
２-

４
６
５
０

㈲
ス
ズ
キ
住
器

０
２
４-

９
５
１-

４
１
９
８

㈱
Ｓ
．
Ｗ
．
Ｓ

０
２
４-

９
６
１-

３
０
２
７

㈲
テ
ィ
ー
・
エ
ム
東
北
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

０
２
４-

９
５
８-

４
０
１
７

東
液
流
通
㈱

０
２
４-

９
７
２-

２
０
０
８

ヨ
シ
タ
住
設
工
業

０
２
４-

９
２
３-

０
０
２
４

村
上
設
備
工
業
㈱

０
２
４-

９
３
３-

７
７
２
２

㈲
間
弓
設
備
工
業

須
賀
川
市

０
２
４
８-

79-

４
７
８
８

㈱
セ
キ
ネ
設
備

０
２
４
８-

79-

４
２
０
４

㈱
ア
オ
キ

０
２
４
８-

88-

１
３
２
１

菅
野
建
設
工
業
㈱

本
宮
市
０
２
４
３-

44-

２
１
２
０

須
藤
住
機
工
業

０
２
４
３-

34-

５
５
２
８

㈲
平
安
設
備

い
わ
き
市
０
２
４
６-

22-

６
２
７
１

㈲
信
和
創
建

三
春
町

０
２
４
７-

62-

８
１
５
１

㈲
鶴
生
建
設

０
２
４-

９
４
２-

６
１
７
５

㈲
本
田
ポ
ン
プ
店

０
２
４
７-

62-

２
３
３
８

㈲
遠
藤
商
店

小
野
町

０
２
４
７-

72-

２
３
１
６

㈱
リ
フ
レ
ク
シ
ダ

０
２
４
７-

72-

３
１
４
１

㈱
ム
ナ
カ
タ
総
業

０
２
４
７-

72-

２
３
２
６

㈱
大
和
田
工
務
店

０
２
４
７-

72-

３
２
４
３

 

㈱
東
北
デ
バ
イ
ス
工
業

鏡
石
町
０
２
４
８-

62-

２
７
４
１

 

㈲
佐
藤
工
業

０
２
４
８-

62-

６
０
７
０

(

階 級 氏 名 出身地区
団　長 　　飛　田　　充    ( 集合写真　中央 ) 船　引
副団長 　　大和田　積　蔵 (　  〃　  　右から２番目 ) 滝　根

〃 　　今　泉　敏　之 (     〃     　左から２番目 ) 都　路
訓練本部長 　　鈴　木　好　亀 (     〃     　左側 ) 船　引
庶務本部長 　　渡　辺　慶　幸 (     〃     　右側 ) 常　葉

消 防 団 組 織 図
( 団本部 ) 団　長

副団長 副団長

訓練本部長
( 訓練部担当 )

庶務本部長
( ラッパ隊・女性部担当 )

滝　根
地区隊

大　越
地区隊

都　路
地区隊

常　葉
地区隊

船　引
地区隊

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ

よ
り
私
ど
も
消
防
団
に
対
し
ま

し
て
特
段
の
ご
支
援
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
消
防
団
の
活
動

を
さ
ら
に
ご
理
解
い
た
だ
く
た

め
、
た
む
ら
市
政
だ
よ
り
に
定

期
的
に「
消
防
団
だ
よ
り
」
を
掲

載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
団

本
部
、
そ
し
て
滝
根
や
大
越
、

都
路
、
常
葉
、
船
引
の
各
地
区

隊
の
活
動
な
ど
を
順
次
掲
載
し

て
い
き
ま
す
。

　

３
年
前
の
震
災
と
原
発
事
故

の
際
は
、
火
災
出
動
や
災
害
の

被
害
調
査
確
認
、
そ
し
て
８
千

人
以
上
の
避
難
者
の
方
々
の
避

難
所
へ
の
誘
導
な
ど
、
夜
を
徹

し
て
約
一
カ
月
に
わ
た
り
活
動

し
ま
し
た
。

　

震
災
以
降
は
改
め
て
、
各
地

域
の
被
災
地
の
消
防
団
の
存
在
、

必
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

私
ど
も
消
防
団
は
、
団
員
が

不
足
す
る
な
ど
の
厳
し
い
環
境

に
あ
り
ま
す
が
、
先
輩
方
が
築

い
て
き
た
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、

予
防
消
防
や
訓
練
な
ど
を
重
ね

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
災
害

に
お
け
る
第
一
線
の
機
動
部
隊

と
し
て
、
地
域
防
災
の
要
を
担

い
安
全
安
心
の
田
村
市
づ
く
り

に
精
進
い
た
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
消
防
団
だ
よ
り
」掲
載
に
あ
た
り

　
　

    
                          

地域の安全安心を守る
　　　田村市消防団

No.1

消 防 団 だ よ り

私
た
ち
に
と
っ
て
身
近
な
消
防
団
。

火
災
な
ど
の
災
害
活
動
を
は
じ
め
、
応
急
救
護

の
普
及
活
動
や
災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
の
啓

発
活
動
な
ど
、
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
は「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で

守
る
」と
い
う
精
神
の
も
と
、
地
域
に
密
着
し

た
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

身
近
だ
け
ど
意
外
に
知
ら
れ
て
い
な
い
消
防
団

の
こ
と
を
、
今
月
号
か
ら
定
期
的
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

田村市消防団
団長　飛 田  充

火災発生状況 (H25.1.1 ～ 12.31)
種  別 滝根 大越 都路 常葉 船引 合計 死者 傷者

建物火災 3 1 1 2 7 1
住   家 2 1 1 4
非住家 1 1 1 3

林野火災 1 1 1 1 4
車両火災 1 1
その他 1 1 1 8 11 1
合  計 5 2 2 2 12 23 1 1

前年同期 3 3 2 0 11 19 3 2

春
は
火
災
に
注
意

　

昨
年
の
火
災
は
、
春
先
の
た

き
火
や
畑
・
土
手
の
下
草
を
燃

や
し
て
火
災
に
な
っ
た
な
ど
、

不
注
意
が
原
因
で
多
く
発
生
し

ま
し
た
。
ち
ょ
っ
と
目
を
離
し

た
だ
け
で
燃
え
広
が
っ
た
、
予

想
外
に
火
の
勢
い
が
強
く
て
手

に
負
え
な
く
な
っ
た
な
ど
、
危

険
で
す
。
た
き
火
な
ど
は
行
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。


